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農地マッチングサービス「ニナタバ」の実証

サービス利用者名 サービス提供者名

プロジェクト概要（200文字程度）

実証プロジェクト分野 （あてはまるものに○）

農林水産業、自動運転、 環境、防災、インフラ維持管理、交通、
物流、金融・保険、スポーツ、国土強靭化・その他（ ）

※１ フォントサイズは10pt以上とすること。 ※２ A4サイズ1枚以内に収めること。 ※３ 申請代表者を下線で示すこと。

プロジェクト詳細（実証概要と効果等を図表等を用いて説明）

サグリ株式会社株式会社アグリメディア

サグリは、24年度より農地集約を促進するため、農地マッチングの観点から、農地所有者の意向を反映することができるアプリの展開を開始。
本プロジェクトにおいては、衛星データ解析やGISデータを活用し耕作放棄地等の可視化を進め、新規農業者による農地取得や自治体の基盤
整備事業に役立てるサービスの開発を行う。

平地に所在する手入れのされていない荒廃農地を判別できる画像を作成
【実施概要】
GISデータと衛星画像の分析により、農地取得や基盤事

業対象地区の選定に資する情報作成が可能となること
を実証する。

• オープンデータとして公開されているGISデータを用
いて可視化

• 高解像度衛星画像を用いて第一段階として、平地に
所在する手入れのされていない荒廃農地を可視化
（左図）

【期待できる効果】

上記の可視化技術をサグリのサービスで実現すること
で、
• 新規就農者による取得したい農地の選定

• 自治体による基盤事業の対象地区の選定や事業プ
ランの策定

を容易にすることができる。

同サービスでは、農地を売りたい・貸したいなどの農地所有者の意向も可視化できることから、就農者支援から地域計画の策定まで１つのツール
で集約することが可能となる。

これにより、サービスの利用者は一元管理された情報を用いて効率的に農業者や自治体に対して実効性のあるプランを提示することができる。
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